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「看護を語り、聴き、共有する」　学生の立場から
「私の考える看護」～観察することは看護ケアの本質～
　　　　　　　　　　　　　小野寺　彩乃（東京女子医科大学看護専門学校）
東京女子医科大学看護学会第14回学術集会　シンポジウム
　私は基礎看護学実習Ⅰで腎疾患の４０代患者 A 氏を受け持たせていただいた。重篤な合併症を繰
り返してきた患者は緊急透析、右上肢、左手中指切断術の為、再入院となった。A 氏の看護をしてい
くなかで、観察することの重要性について学んだので報告したいと思う。
　私が始めて病室に伺った際、まだかなり量があるのに２リットルのペットボトルのキャップが開
いたままオーバーテーブルの上に置いてあった。その時私は、「なぜ中身がこんなに残っているの
にキャップが開いたままなのだろう。不安定でこぼれてしまう危険もあるのに。閉め忘れただけか
な？」と思った。２日目３日目と、A 氏とコミュニケーションをとっていくなかで、利き腕の右腕を
失ってしまったことで趣味のバイクに乗れなくなってしまったこと、大好きな料理をできなくなって
しまったことを知った。その話を聞いて、ペットボトルのキャップが開いていたのは右腕を切断し、
開けることも閉めることも難しくなってしまったのだと気がついた。私は実習中 A 氏にとって一番
良い看護ケアとは何かいろいろ考えていた。足浴・洗髪・環境整備等々。しかし私は、ケアのことば
かり考え A 氏のことを何も分かっていなかったのだ。そんな自分が恥ずかしく、また A 氏に申し訳
ない気持ちでいっぱいになった。指導看護師に報告すると思いがけない言葉が返ってきた。『あなた
は観察ができていた。A 氏のことを知ろうと思わなかったら、お茶にも気がつかないし、なぜだろう
と考えないよ。』この言葉のおかげで、私は看護学生として少し自信を持つことができた。
　翌日洗髪することが決まっていたため、A 氏のことをもっと知りたいと思い自分の髪を左手のみで
洗ってみた。とても洗いにくく時間がかかったが、A 氏の気持ちに少し近づけた気がした。しかし翌
日、いざ本番になると自信が無くなり納得のいくケアができなかった。患者の頭皮の状態や表情を観
察することができなかった。
　ナイチンゲールは、「確かな観察がいかに重要であるかについて考えるとき、観察が何のためで
あるかを見失ってはならない。」と述べている。A 氏の頭皮の状態や表情を観察することは、皮膚症
状の早期発見また、A 氏にとって最善なケアが出来ているかを判断するためだとしっかり理解し、見
失ってはならないと感じた。観察しても目的がないと見えるものも見えないのだ。今後は自分にでき
る最善なケアを実践するために、障害や病気による生活への支障にも気づけるよう観察し、十分取り
組んでいきたい。
　今回の実習で、患者とのコミュニケーションやケアの実践、また指導看護師が投げかけてくれた言
葉のおかげで患者を観察することの重要性について学ぶことができた。看護の本質は“観察”というこ
とをこれからも心に刻み、活かしていきたい。
